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◆
土
地
開
発
基
金
は
公
共
用
に
供
す
る
土
地

の
先
行
取
得
の
た
め
、
昭
和
44
年
度
に
基
金

５
千
万
円
で
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
10
回
の

積
み
立
て
と
毎
年
の
運
用
収
入
を
併
せ
、
平

成
19
年
度
末
の
基
金
残
高
は
約
29
億
９
千
万

円
に
ま
で
膨
ら
ん
で
来
て
い
る
。
こ
の
基
金

を
取
り
崩
し
て
処
分
で
き
る
よ
う
に
条
例
を

改
正
し
、
土
地
の
買
い
戻
し
に
充
て
る
な
ど

有
効
な
活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
49
年
度
の
土
地
開
発
公
社
設
立
以

降
は
、
そ
の
役
割
を
譲
り
、
基
金
の
目
的

も
公
社
へ
の
資
金
の
貸
し
付
け
に
シ
フ
ト
し

た
感
が
あ
る
。
そ
の
額
は
基
金
残
高
の
62
％
、

約
18
億
７
千
万
円
に
な
っ
て
お
り
、
十
分
な

活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

に
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

市
長　

基
金
条
例
の
改
正
で
、
取
り
崩
し
の

規
定
を
設
け
、
公
社
が
保
有
す
る
土
地
の
買

戻
し
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
状
況
の
改

善
に
有
効
な
活
用
の
方
法
で
あ
る
。
条
例
の

改
正
や
運
用
方
法
を
早
急
に
検
討
し
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
議
会
に
提
案
し
た
い
。

総
合
政
策
部
長　

土
地
開
発
基
金
の
本
来
の

設
置
目
的
で
あ
る
土
地
の
先
行
取
得
の
必
要

性
が
低
下
し
て
い
る
状
況
で
は
、
他
に
有
効

な
活
用
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

◆
地
価
の
変
動
や
市
の
事
業
計
画
の
減
速
な

ど
に
よ
り
、
土
地
開
発
公
社
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
土
地
の
先
行
取
得
の

必
要
性
は
薄
れ
て
来
て
い
る
中
で
、
土
地
の

塩
漬
け
化
が
進
み
、
保
有
面
積
は
約
９
千
８

百
㎡
で
、
用
地
費
・
事
務
費
等
の
合
計
額
は

約
23
億
２
千
２
百
万
円
と
な
り
、
抱
え
る
利

息
総
額
は
約
３
億
円
に
も
達
し
て
い
る
。

　

公
社
が
現
在
の
ま
ま
で
あ
っ
て
は
、
債
務

保
証
を
し
て
い
る
市
に
と
っ
て
将
来
大
き
な

負
担
に
な
る
こ
と
は
必
定
で
あ
り
、
そ
の
存

続
の
可
否
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。
基
金
を
活
用
し

て
早
急
に
土
地
の
買
い
戻
し
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
新
た
な
土
地
の
取
得
を
公

社
に
依
頼
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

早
急
な
対
応
に
よ
り
、
将
来
負
担
の

軽
減
が
必
要
で
あ
る
。
早
期
の
事
業
化
や
国
・

県
補
助
金
等
の
活
用
が
見
込
み
に
く
い
土
地

に
つ
い
て
、
土
地
開
発
基
金
で
買
い
戻
し
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
土
地
価
格
の
低
迷
や

市
の
実
施
す
る
事
業
量
の
低
下
か
ら
、
先
行

取
得
の
必
要
性
は
薄
ら
い
で
い
る
。

　

７
月
22
日
の
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
度

防
衛
補
助
事
業
一
覧
、
苦
情
状
況
、
住
宅
防

音
工
事
実
績
、
入
間
基
地
の
管
制
回
数
等
に

つ
い
て
執
行
部
よ
り
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
21
日
に
は
入
間
基
地
の
視
察
を

行
い
、
今
回
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
の
視
察
を
行
う
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
委
員
以
外
の
議
員
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
委
員
を
含
め
17
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
基
地
の
概
要
説
明
の
あ
と
、
展

示
さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
シ
ス
テ
ム
（
ア
ン
テ
ナ

マ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
）、（
電
源
車
）、（
射
撃
管

制
装
置
）、（
レ
ー
ダ
ー
装
置
）、（
発
射
機
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
鵜
ノ
木
雨
水
幹
線
築
造
工
事
（
そ
の
４
）

請
負
契
約
の
締
結

Ｑ　

事
業
者
同
士
は
ど
こ
が
応
札
者
に
な
っ

て
い
る
か
は
分
か
る
の
か
。

Ａ　

応
札
者
は
ど
の
企
業
が
応
札
を
し
て
い

る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
発
注
者
側
の
市
も
仕

様
書
等
に
関
す
る
質
問
が
な
け
れ
ば
、
締
め

切
っ
た
日
ま
で
わ
か
ら
な
い
。

◆
西
河
原
雨
水
枝
線
築
造
工
事
（
第
６
工
区
）

請
負
契
約
の
締
結

Ｑ　

最
近
、
鉄
鋼
、
燃
料
相
場
が
下
が
っ
て

き
て
い
る
が
、
物
価
変
動
に
伴
う
措
置
は
あ

る
の
か
。

Ａ　

単
品
の
物
価
の
変
動
に
基
づ
く
請
負
代

金
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
原
材
料
等
が
高
く

な
っ
た
と
き
も
安
く
な
っ
た
と
き
も
、
甲
乙

が
協
議
し
た
中
で
、
請
負
代
金
の
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

Ｑ　

電
子
入
札
で
辞
退
者
が
で
る
事
情
は
。

Ａ　

県
の
電
子
入
札
で
は
非
常
に
辞
退
届
が

多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
易
な
参
画
取
り

消
し
の
防
止
を
県
と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

◆
狭
山
市
市
民
会
館
機
械
設
備
等
改
修
工
事

（
機
械
設
備
）
請
負
契
約
の
締
結

Ｑ　

経
年
劣
化
が
進
み
、
全
体
的
な
改
修
の

必
要
性
も
認
識
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
市
民
会
館
の
あ
り
方
に
対
す
る
計
画

は
。

Ａ　

経
年
劣
化
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
今
後
は
政
策
会
議
等
で
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

土
地
開
発
基
金
の

有
効
活
用
を

中　

村　

正　

義　

議
員

（
志　

政　

会
）

市
民
会
館
機
械
設
備

請
負
契
約
の
審
査

基
地
対
策
特
別
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会
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◆
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

第
三
児
童
館
の
空
調
工
事
の
時
期
は
い

つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

Ａ　

本
年
度
に
設
計
を
行
い
、
平
成
21
年
度

に
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
工
事
の

時
期
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
工
事
中
は
安

全
確
保
の
た
め
、
休
館
に
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
平
成
19
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定Ｑ　

平
成
19
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
5
つ
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
評
価
は
。

Ａ　

５
箇
所
の
日
常
生
活
圏
域
設
置
し
た
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
積
極
的
に
役
割
を
Ｐ
Ｒ
し
た
結
果
、

民
生
委
員
や
自
治
会
長
な
ど
で
構
成
す
る
日

常
生
活
圏
域
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。

今
後
は
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
は
じ
め
、

地
域
の
核
と
な
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い
き

た
い
。

◆
閉
会
中
の
特
定
事
件
の
審
査
（
7
月
25
日
）

「
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
」

Ｑ　

見
直
し
を
し
た
耐
震
補
強
工
事
実
施
計

画
は
。

Ａ　

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
平
成
20
年

◆
平
成
19
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定

Ｑ　

下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
へ
の
移
行
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

Ａ　

狭
山
市
は
、
企
業
会
計
移
行
へ
の
一
つ

の
目
安
で
あ
る
使
用
料
回
収
率
が
80
％
を
超

え
て
お
り
、
平
成
23
年
４
月
の
公
営
企
業
会

計
移
行
へ
向
け
今
年
度
か
ら
取
り
組
む
。

Ｑ　

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
よ
り
、
利

用
者
の
負
担
が
増
え
な
い
か
。

Ａ　

検
討
段
階
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
検
証
す
る
の
で
、
使
用
料
の
値
上
げ

と
い
っ
た
懸
念
は
余
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。

◆
平
成
19
年
度
上
広
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

Ｑ　

事
業
終
了
に
向
け
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Ａ　

来
年
の
６
・
７
月
頃
ま
で
に
換
地
処
分
を

行
っ
た
後
、
登
記
を
行
い
、
平
成
22
年
度
当

初
か
ら
清
算
手
続
き
に
着
手
し
た
い
。
清
算

金
の
徴
収
等
で
５
年
間
の
分
割
支
払
い
等
か

ら
、
事
業
計
画
を
平
成
26
年
度
ま
で
と
し
た

い
。

◆
平
成
19
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

Ｑ　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
改
良
工
事
の
漏
水
防

止
等
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

平
成
18
年
度
か
ら
４
ヵ
年
計
画
で
集
中

的
に
改
良
を
行
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
デ
ー

タ
か
ら
も
老
朽
化
し
た
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が

漏
水
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
効
果
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

議
案
審
査
終
了
後
、「
行
政
視
察
項
目
に

対
す
る
狭
山
市
の
現
況
等
に
つ
い
て
」
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、

本
年
10
月
６
日
か
ら
８
日
に
実
施
予
定
の
行

政
視
察
に
先
立
ち
、
狭
山
市
の
事
業
の
現
況

や
今
後
の
方
向
性
等
を
把
握
す
る
た
め
、
各

担
当
課
か
ら
資
料
提
出
及
び
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

度
に
南
小
、
堀
兼
中
、
21
年
度
に
西
中
、
入

間
川
中
、
22
年
度
に
東
中
、
入
間
中
、
23
年

度
に
山
王
中
、
狭
山
台
中
を
実
施
す
る
計
画

で
、
こ
れ
に
よ
り
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
は

完
了
す
る
。

意
見　

耐
震
補
強
工
事
の
実
施
は
、
前
倒
し

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り
進
め
て

ほ
し
い
。

◆
所
管
事
務
の
調
査
（
会
期
中
）

　

文
教
厚
生
委
員
会
が
所
管
す
る
環
境
の
事

務
の
う
ち
、
狭
山
市
の
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
担
当
者
の
説
明
を
求
め
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

建

設

委

員

会

事
業
の
現
況
と方

向
性
を
調
査

道路の視察

16
万
人
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で

温
暖
化
防
止
を
！

地球温暖化対策の取組み

（ 15 ）


